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研究成果の概要（和文）：兵庫県下市町村において、自立セルフモニタリングシステムの有用性を検証した。結
果、1カ月の追跡期間で有意な改善はみられなかったが、セルフモニタリングの項目間の関係がいくつか明らか
になった。デイサービス利用者を対象に1年半で計5回の調査を実施し、生活空間の変化と加齢に伴って変化する
要因等との関係を調査した。結果、独居高齢者の生活空間は同居家族のいる高齢者よりも広く保たれるが、過去
１年間における転倒歴が有意に高いことが明らかになった。さらに、「いきいき百歳体操」の分析からは、体操
の長期参加が下肢筋力や歩行速度、身体機能の改善と関係していること、また加齢によるフレイルを遅らせるこ
とが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The usefulness of a self-monitoring system was tested in a municipality in 
Hyogo Prefecture. Results showed no significant improvement during the one-month follow-up period, 
but revealed some relationships among the self-monitoring items. A total of five surveys were 
conducted on day service users over 18 months to investigate the relationship between changes in 
life space mobility and physical, mental, cognitive, social, and other factors that change with 
aging. The results showed that the older people who lived alone maintained a larger life space 
mobility than those who live with family, but had a significantly higher history of falls in the 
past year.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域密着型住民主導のグループ体操「いきいき百歳体操」の効果について、2010年から2019年に参加した2500名
（延べ約8000名）の経時的データから明らかにした。参加者の多くは、体操の効果を肌で感じていることから継
続的な参加をしていたが、本研究による科学的な分析により、その効果が科学的根拠をもって確認された。今
後、市町村等の施策につなげていくことが期待できる。自立セルフモニタリングシステムを導入した市町村の協
力を得て、事前事後調査を実施した。新型コロナウイルス感染拡大で中止や規模の縮小があったため多くの対象
を集めることはできなかったが、一定数の調査結果が得られた。現在国際雑誌に投稿中である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、認知症予防や介護予防等、健康寿命延伸への取り組みに対する社会的な認知度が高
まる一方で、個人レベルでのモチベーションの向上にはあまりつながっていないという現
状がある。その一因には、自らがどの程度認知症予防や介護予防の必要性を有しているのか
を客観的に認識する機会が乏しい点にあると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究では、①高齢者が主体的かつ継続的に測定できる簡便な方法で、②高齢者の生活の
場における日常生活動作を用いて測定でき、③病歴や認知機能、ソーシャルサポートの有無
などの情報を総合して評価できる「自立予後セルフモニタリングシステム」を用い、システ
ム導入前後における高齢者のモチベーションや健康・身体状態の変化を明らかにすること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
これまでに継続的に収集したデータから、生活空間の変化と加齢に伴って変化する身体
的、精神的、認知的、社会的要因等との関係を分析する。また、市町村のいきいき百歳体操
参加者の身体機能データおよび国保データベース（KDBデータ）の分析から、高齢者の医
療・保健事業と介護事業の一体的な実施に向けた地域健康課題の分析を行う。さらに、セル
フモニタリングシステム導入前後における高齢者のモチベーションや健康・身体状態の変
化を評価する。分析には、データ分析ソフト Rを用いる。分析方法は、記述統計および個人
レベルと集団レベルを区別して効果を推定するマルチモデル分析を用いる。 
 
４．研究成果 
リハビリテーションに特化したデイサービス利用者を対象に 1 年半で計 5 回の調査
を実施し、生活空間の変化と加齢に伴って変化する身体的、精神的、認知的、社会的要
因等との関係を調査した結果、同じ要支援・要介護高齢者であっても、独居高齢者の生
活空間は同居家族のいる高齢者よりも広く保たれる一方で、過去１年間における転倒歴
が有意に高いことが明らかとなった（Hayashi et al. 2020年 11月）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
洲本市国民健康保険制度被保険者および後期高齢者医療制度被保険者で平成 29 年～令和
１年に健康診断を受診した 2957 名（平成 29 年）、2883 名（平成 30年度）、3013 名（令和 1
年）の延べ 8853 名の健康診断データを分析した結果、全国および県と比較して、中性脂肪、
LDL コレステロール、HDL コレステロールの有所見者が多い傾向にあることが明らかとなっ
た。健診受診者のうち、高血圧薬の内服をしている者の割合は約 50％、糖尿病治療薬を服
用している者の割合は約 20％、脂質異常症治療薬を内服している者の割合は約 30％であっ
た。市内に鉄道やバスが通っておらず、車移動が中心の生活であることによる運動不足
や食生活の偏りがその一因として考えられ、壮年期からの継続した生活習慣病対策が重
要であることが確認された（「高齢者の健康課題の経時的変化に影響を与える要因の検
討～高齢者の医療・保健事業と介護事業の一体的な実施に向けた地域健康課題の分析～

生活空間 



（KDBデータ編 2020年 7月発行）。 
また、洲本市の市内に 87 か所ある「いきいき百歳体操」の調査からは、百歳体操へ
の参加が、加齢による筋力低下や移動能力、運動機能の低下を抑制していたこと、さら
に、体操への長期的な参加が、加齢によるフレイルへの移行を遅らせることが明らかと
なった（「高齢者の健康課題の経時的変化に影響を与える要因の検討～高齢者の医療・
保健事業と介護事業の一体的な実施に向けた地域健康課題の分析～（いきいき百歳体操
データ編 2020年 5月発行）。これらの成果は、国際雑誌に掲載された（Hayashi et al. 2021
年 5月; Hayashi et al. 2021年 12月）。 
 

 
 

 
 

 
自立セルフモニタリングシステムを導入した市町村の協力を得て、事前事後調査を実施
した。新型コロナウイルス感染拡大で中止や規模の縮小があったため多くの対象を集める
ことはできなかったが、一定数の調査結果が得られた。現在国際雑誌に投稿中である。 
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